
古
地
図
よ
り
み
た
輪
中
災
害

{罪

藤

男

安

付
、
は
じ
め
に

木
曽
、
長
良
、
揖
斐
の
三
川
が
合
流
す
る
木
曽
三
川
地
域
、
即
ち
西
濃
平
野
は
古
来
よ
り
わ
が
国
有
数
の
洪
水
常
襲
地
域
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
こ
の
地
方
の
人
々
は
度
重
な
る
洪
水
へ
の
対
応
と
し
て
、
集
落
や
耕
地
を
水
除
堤
で
め
ぐ
ら
す
囲
堤
型
態
、
輪
中
を
築
立
て
て

古地図よりみた輪中災害

き
た
。こ

の
度
重
な
る
洪
水
は
、
当
然
美
濃
の
治
水
問
題
と
し
て
積
極
的
に
取
組
ま
れ
、
幕
府
は
美
濃
郡
代
支
配
下
に
堤
方
役
所
を
お
き
河
川

管
理
と
治
水
工
事
全
般
を
司
ど
ら
せ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
々
の
史
料
は
「
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
文
書
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る

ハ
1

〉。こ
れ
ら
の
堤
方
役
所
文
書
に
と
も
な
う
数
多
く
の
古
地
図
の
な
か
か
ら
、
輪
中
地
域
特
有
の
主
題
図
(
叶
宮
自
己
目
。
冨
名
)
と
は
な
に

か
を
、

か
ね
て
よ
り
考
え
て
き
た
。
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堤
方
役
所
な
ど
を
中
心
と
す
る
輪
中
の
古
地
図
は
町
絵
図
、
城
絵
図
、
名
所
図
、
道
中
図
な
ど
の
華
や
か
な
も
の
と
は
対
照
的
に
、
洪
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写真 1 御料私領堤切所村々並入水凡色分絵図

外水氾濫と内水氾濫とを色分け区別している。

水
の
苦
し
み
の
な
か
か
ら
生
れ
た
哀
切
を
こ
め
た
も
の
で
あ
る
。

あ
る
意
味
で
は
輪
中
地
域
の
古
地
図
の
特
色
は
災
害
図
な
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
災
害
図
は
明
治
以
降
の
近
代
科
学
導
入
後
の
そ

れ
と
比
較
し
て
も
、
決
し
て
遜
色
す
る
も
の
で
な
い
。

い
う
な
ら
ば

わ
が
国
の
災
害
図
の
先
駆
的
役
割
を
果
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

の
み
か
む
し
ろ
先
進
し
て
い
た
も
の
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
こ
の
地
方
に
近
年
発
生
し
た
洪
水
災
害
に
伊
勢
湾
台
風
と
、
昭

和
五
十
一
年
の
九
・
二
一
災
害
が
あ
る
が
、
災
害
後
に
は
園
、
県
な

ど
か
ら
多
く
の
災
害
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
主
題

図
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
洪
水
状
況
を
表
す
湛
水
区
域
図
が
付

せ
ら
れ
る
が
、

と
も
に
内
水
に
よ
る
も
の
、
外
水
に
よ
る
湛
水
の
区

別
は
み
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
江
戸
後
期
の
「
濃
勢
州
御
料
私
領
堤

切
所
村
々
押
入
水
凡
色
分
絵
図
」
に
は
す
で
に
外
水
、
内
水
に
よ
る

湛
水
を
区
別
し
て
い
る
な
ど
そ
の
例
と
い
え
よ
う
。
(
写
真
1
参
照
)

。
、
そ
の
分
類

堤
方
役
所
及
び
各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
輪
中
関
係
の
古
地
図
は



大
約
、
次
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
河
川
管
理
全
般
に
関
す
る
も
の
。
第
二
は
災
害
と
そ
れ
に
伴
う
普
請
に
関
す
る
も
の
。
第
三
に
は
輪
中
特
有
の
対
立
抗
争
の
水

論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
第
一
の
も
の
を
河
川
管
理
図
、
二
を
災
害
図
、
三
を
水
論
図
と
し
て
み
た
。

河
川
管
理
図

こ
の
図
を
代
表
す
る
も
の
が
川
通
絵
図
で
あ
り
、
「
濃
州
尾
州
勢
州
川
通
愈
絵
図
」
「
濃
勢
尾
川
通
絵
図
」
な
ど
の
輪
中
地
域
全
域
に
お

よ
ぶ
も
の
か
ら
、
各
輪
中
を
単
位
と
し
た
「
高
須
輪
中
絵
図
」
「
金
廻
輪
中
絵
図
」
と
か
「
石
津
郡
帆
引
新
田
堤
絵
図
」
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
川
通
(
水
除
堤
)
を
科
学
的
に
計
測
し
、
育
聞
を
図
上
に
て
一
寸
に
縮
尺
し
た
「
高
須
輪
中
百
間
一
寸
之
分
間
絵
図
」
や
「
福
束

中
堤
当
時
有
形
絵
図
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
、
明
治
期
に
な
る
と
大
縮
尺
な
も
の
と
な
り
、
例
え
ば
「
方
県
郡
河
渡
村
よ
り
厚

見
郡
日
置
江
迄
長
良
川
通
堤
外
巨
細
絵
図
」
と
か
「
大
垣
県
支
配
所
村
々
堤
通
絵
図
」
と
い
う
一
連
の
も
の
が
測
図
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

名
称
は
「
大
詔
一
県
支
配
所
美
濃
国
安
八
郡
久
瀬
川
付
横
井
村
よ
り
新
屋
敷
村
迄
堤
通
絵
図
」
と
な
り
全
部
で
十
六
案
に
お
よ
ん
で
い
る
。

古地図よりみた輪中災害

そ
し
て
明
治
十
年
代
と
も
な
る
と
河
川
改
修
へ
の
資
料
的
意
味
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
大
縮
尺
の
切
絵
図
の
「
安
八
郡
堤
塘
新
敷
絵
図
」
な

ど
が
登
場
し
て
く
る
。

河
川
管
理
図
は
こ
の
よ
う
な
水
除
堤
を
中
心
と
し
た
絵
図
だ
け
で
な
く
、
水
行
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
「
木
曽
川
伊
尾
川

通
猿
尾
絵
図
」
や
、
「
伊
尾
川
通
付
州
絵
図
」
「
伊
尾
川
通
駒
野
村
よ
り
梶
屋
村
迄
川
幅
付
州
絵
図
」
な
ど
も
そ
う
で
あ
り
、
有
名
な
宝
永

の
大
取
払
に
と
も
な
う
「
川
通
水
行
差
障
竹
木
他
取
払
場
絵
図
」
も
一
種
の
河
川
管
理
図
と
み
な
し
て
よ
い
の
で
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
な
川
通
、
水
行
に
関
す
る
も
の
の
他
に
、
治
水
目
論
見
図
が
あ
る
が
、
そ
の
主
た
る
も
の
と
し
て
「
宝
暦
治
水
目
論
見
絵

87 

図
」
(
長
谷
川
家
蔵
)
(
る
な
ど
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
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一
方
で
は
水
防
を
主
体
と
し
た
「
堤
持
口
絵
図
」
(
江
馬
家
蔵
)
ハ
る
も
広
い
意
味
で
は
河
川
管
理
図
で
あ
る
が
、
但
し
こ
の
図
は
戸
田

十
万
石
の
大
垣
輪
中
を
中
心
に
み
ら
れ
る
が
、
輪
中
古
地
図
の
特
色
を
強
く
表
す
も
の
と
し
て
上
げ
て
み
た
。
大
垣
藩
で
は
領
内
河
川
の

輪
中
堤
の
管
理
を
各
重
臣
に
割
当
て
標
柱
を
た
て
、
そ
れ
に
従
是
束
(
ま
た
は
西
)
何
問
、
何
誰
殿
丁
場
と
記
し
、
そ
の
管
理
責
任
者
を

明
確
化
し
て
い
た

7
y
そ
の
管
理
区
域
を
図
化
し
た
の
が
堤
持
口
絵
図
で
あ
る
。

か
よ
う
に
堤
方
役
所
な
ど
を
中
心
と
し
た
河
川
管
理
図
を
み
る
と
、
江
戸
期
に
お
け
る
輪
中
地
域
の
治
水
行
政
の
あ
り
方
、
水
防
体
制

の
姿
を
一
一
楽
一
一
英
の
な
か
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い
水
と
の
戦
い
の
明
け
暮
れ
で
あ
っ
た
。

災
害
図

災
害
を
生
じ
た
輪
中
の
村
々
が
ど
の
よ
う
な
形
式
の
屈
を
な
し
た
の
か
堤
方
役
所
関
係
で
は
不
詳
で
あ
る
が
、
文
書
の
な
か
に
「
堤
切

所
届
」
「
堤
切
所
見
分
願
」
「
堤
切
所
修
復
普
請
手
始
願
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
古
地
図
と
し
て
「
堤
切
所
絵
図
」
「
急
破
御
普
請
所
村

々
絵
図
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
堤
方
役
所
に
差
出
す
災
害
の
届
出
に
は
一
定
の
様
式
の
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
筆
者
の
調
査
の
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

だ
が
大
垣
藩
の
「
変
事
之
節
注
進
之
事
」
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
届
出
を
定
め
て
お
り
〈
5
〉
、
堤
方
役
所
へ
の
も
の
は
大
約
こ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

変
事
之
節
注
進
之
事

此
度
風
雨
出
水
に
付
追
々
注
進
申
出
候
得
共
訳
分
り
兼
候
村
ん
で
も
有
之
侯
間
是
迄
差
出
候
村
々
は
認
替
早
々
御
取
出
可
有
之
候

途
変
有
之
節
は
左
之
通
相
心
得
早
々
可
申
出
旨
御
申
渡
可
有
之
侯
巳
上
享
和
二
戊
七
月
四
日

一
、
川
欠
池
成
砂
入
何
ケ
所

一
、
水
下
何
町
程
田
何
反
、
畑
何
反

E
己
来
、
迎
も
右
様



一
、
御
堤
祥
谷
除
猿
尾
初
所
何
問
、
何
ケ
所

一
、
谷
除
石
寵
例
籍
切
所
弁
流
失
破
損
所
何
間
何
ケ
所

一
、
流
失
樋
何
般

一
、
破
損
樋
何
般

一
、
橋
流
失
何
程
弁
破
損
橋
何
程

一
、
何
軒
漬
家

一
、
何
軒
半
潰

一
、
何
軒
流
家

一
、
怪
我
死
人
弁
男
女
之
訳

一
、
牛
馬
損
じ

但
板
橋

土
橋
之
訳

そ
し
て
、
文
化
十
二
年
二
八
一
五
)

の
洪
水
の
届
書
に
よ
る
と

Z
、。

古地図よりみた輪中災害

一
高
二
万
四
百
二
十
石
川
欠
池
成
砂
入

一
高
八
万
九
千
三
百
石
余
田
畑
水
押
溜
水
下

一
六
千
六
十
間
余
堤
並
谷
除
猿
尾
切
所
二
百
八
十
一
ケ
所
分

但
絵
図
小
帳
ニ
有

と
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
古
地
図
が
災
害
図
の
な
か
で
最
も
多
い
堤
切
所
絵
図
で
あ
る
。

こ
の
切
所
絵
図
も
三
種
類
あ
り
、

ωは
輪
中
地
域
全
域
及
び
二
、
一
二
の
輪
中
に
お
よ
ぶ
も
の
で
あ
り
「
濃
州
勢
州
川
通
堤
切
所
絵
図
」

や
「
方
県
郡
則
武
正
木
下
土
居
三
ケ
村
地
内
堤
切
所
絵
図
」
(
写
真
2
参
照
)
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
仙
川
は
輪
中
を
単
位
と
す

る
も
の
で
「
本
阿
弥
輪
中
切
所
絵
図
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
似
の
タ
イ
プ
は
村
毎
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
「
祖
父
江
村
切
所

絵
図
」
な
ど
が
あ
る
。

89 

災
害
図
は
こ
の
切
所
絵
図
以
外
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
輪
中
災
害
が
た
ん
な
る
外
水
氾
濫
に
よ
る
洪
水
災
害
だ
け
で
は
な
く
、
そ



90 

の
背
景
に
は
多
く
の
副
次
的
な
災
害
の
多
発
す
る
こ
と
を
古
地
図
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

堤切所絵図「方県郡則武正木下土居三ケ村切内切所絵図」

ま
ず
外
水
氾
濫
に
よ
り
水
下
に
な
っ
た
村
々
を
表
す
当
時
の
浸
水
区
域

図
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
「
濃
州
勢
州
川
通
堤
切
所
絵
図
」
が
あ
る
。

こ
の
図
は
切
所
と
と
も
に
浸
水
区
域
を
水
色
で
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
さ
き
に
少
し
ふ
れ
た
「
濃
勢
州
御
料
私
領
堤
切
所
村
々
拝
入
水
凡
色

分
絵
図
」
は
破
堤
入
水
に
よ
る
外
水
氾
濫
区
域
を
水
色
で
、
さ
ら
に
内
水

氾
濫
に
よ
る
区
域
を
緑
色
で
表
現
し
て
く
る
(
写
真
1
参
照
)
ま
た
内
水

氾
濫
の
常
襲
地
域
は
水
損
不
作
が
年
々
続
く
た
め
そ
の
届
出
と
し
て
、
水

損
場
絵
図
と
か
水
腐
場
絵
図
が
あ
り
、
「
方
県
郡
木
田
黒
野
古
市
場
交
人

村
水
損
場
絵
図
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
方
、
破
堤
入
水
に
と
も
な
う
副
次

的
な
災
害
と
し
て
池
成
、
砂
入
が
あ
る
。

お
っ
ぽ
り

池
成
と
は
決
潰
ロ
が
大
き
く
浸
蝕
さ
れ
て
「
押
堀
」
と
称
す
る
池
の
で

き
る
こ
と
で
あ
り
、
砂
入
と
は
決
潰
と
同
時
に
大
量
の
土
砂
が
堤
内
に
流

写真2

入
堆
積
し
て
荒
地
と
な
る
も
の
を
い
う
。
池
成
に
つ
い
て
は
「
仏
師
川
新

田
池
成
場
絵
図
」
が
、
砂
入
に
つ
い
て
は
「
上
尻
毛
村
水
損
押
流
場
絵
図
」

が
あ
る
。
こ
の
池
成
、
砂
入
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
村
絵
図
な
ど
に
も



そ
の
災
害
を
表
す
図
が
極
め
て
多
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

水
論
図

」
こ
で
い
う
水
論
は
、
輪
中
水
論
で
あ
り
、

一
般
的
な
濯
獄
用
水
を
め
ぐ
る
之
水
地
域
の
水
論
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

L 

う
な
ら
ば
過
水
地
域
の
水
論
が
輪
中
水
論
で
あ
り
、
高
位
部
の
輪
中
が
悪
水
や
氾
濫
水
を
低
位
部
に
排
水
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
た
り
、
既
成
の
輪
中
に
隣
接
す
る
村
々
が
新
ら
た
に
水
除
堤
の
輪
中
堤
を
築
立
て
よ
う
と
す
る
、
新
輪
中
の
開
発
を
既
成
の
古
い
輪

中
の
村
々
が
反
対
し
対
立
抗
争
す
る
論
争
を
輪
中
水
論
と
い
う
(
7〉
O

こ
の
よ
う
な
輪
中
の
水
争
い
に
関
す
る
古
地
図
は
多
様
で
あ
る
が
そ
の
古
い
も
の
、
と
し
て
宝
暦
治
水
の
油
島
の
喰
違
堰
と
、
大
樽
川
洗

堰
築
立
に
対
し
、
長
良
川
筋
の
輪
中
が
常
水
位
上
昇
に
伴
う
災
害
の
倍
加
と
な
る
と
反
対
す
る
、
所
謂
益
村
々

障
村
々
の
水
論
が
あ
る

ハ8
)
O

こ
れ
に
伴
う
古
地
図
が
「
大
樽
川
締
切
油
嶋
地
先
喰
違
壊
御
普
請
益
村
色
分
絵
図
」

や

「
濃
州
安
八
郡
大
樽
川
通
新
規
喰
違
堰
並
日

請
願
之
儀
一
一
付
右
願
村
障
村
立
会
分
間
絵
図
」
な
ど
が
あ
る
が
、
宝
暦
治
水
に
よ
る
両
堰
築
立
以
降
も
水
論
が
は
て
し
な
く
続
い
た
こ
と

古地図よりみた輪中災害

が
嘉
永
年
間
の
「
油
嶋
洗
堰
出
入
絵
図
」
で
分
る
。

し
か
し
、
水
論
図
は
宝
暦
治
水
に
関
す
る
も
の
を
除
く
と
、
大
別
次
の
二
種
類
と
な
る
。
即
ち
第
一
は
輪
中
堤
を
も
た
な
か
っ
た
村
々

が
、
新
ら
た
に
水
除
堤
の
囲
堤
(
輪
中
堤
)
を
築
立
て
よ
う
と
す
る
の
に
隣
接
す
る
既
成
の
輪
中
が
反
対
し
抗
争
す
る
八
新
規
水
除
堤
の

論
所
絵
図

V
と
、
第
二
は
悪
水
落
を
め
ぐ
っ
て
高
位
部
(
上
郷
、
上
筋
)
と
低
位
部
(
下
郷
、
下
筋
)

の
輪
中
水
論
と
な
る
八
江
下
げ
絵

図

V
と
が
あ
る
。

第
一
の
新
規
水
除
堤
の
論
所
絵
図
と
し
て
は
「
中
村
輪
中
囲
堤
之
儀
ニ
付
戸
田
釆
女
正
領
分
村
々
よ
り
差
障
一
件
」
の
論
所
絵
図
や
、

91 

「
安
八
郡
北
今
ケ
淵
大
明
神
氷
取
三
ケ
村
新
規
囲
堤
差
障
一
件
」
の
墨
引
絵
図
。
「
板
谷
川
通
黒
野
村
他
新
規
囲
堤
目
論
見
絵
図
」
〈
写
真
3
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写真3 板谷川通黒野村他新規囲堤目論見絵図

細い線が新規水除堤を築立てようとするもの

参
照
)
。
一
笠
松
村
徳
田
新
田
地
内
境
川
通
懸
廻
堤
自
普
請
差
障
一

件
拝
柳
津
村
地
内
須
賀
多
堤
白
普
請
差
障
一
件
」
論
所
絵
図
な
ど

ゃ
、
ま
た
輪
中
の
対
立
抗
争
史
の
な
か
で
も
と
く
に
激
し
い
、
不
破

郡
十
六
村
(
現
在
の
大
垣
市
十
六
町
)

の
十
六
輪
中
は
(
9
)

数
多
く

の
水
論
図
が
あ
る
。
な
か
で
も
大
垣
市
の
若
山
、
沢
田
両
家
の
所
蔵

の
も
の
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
輪
中
の
水
論
は
嘉
永
年
間
よ
り
大
正

期
ま
で
続
い
た
た
め
、
明
治
年
間
の
「
不
破
郡
島
村
十
六
村
地
内
新

規
水
除
堤
塘
之
儀
表
佐
栗
原
両
村
よ
り
差
障
一
件
」
の
論
所
絵
図
と

い
う
新
ら
し
い
も
の
も
あ
る
。

こ
の
新
規
水
除
堤
の
水
論
も
結
果
的
に
は
、
新
輪
中
は
既
成
の
旧

輪
一
中
に
対
し
納
得
金
と
い
う
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
和
解

す
る
が
、
そ
の
場
合
新
輪
中
の
水
除
堤
は
旧
輪
中
よ
り
二
、
三
尺
低

く
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
、
そ
れ
を
認
め
て
成
立
す
る
が
そ
の
際
に

堤
高
を
定
め
る
物
証
と
し
て
定
杭
(
じ
よ
う
ぐ
い
)
を
打
建
る
定
杭

約
定
を
な
し
(
忠
、
定
杭
場
所
を
明
記
し
た

「
定
杭
絵
図
」

を
付
す

る
の
が
普
通
で
あ
り
、
定
杭
絵
図
も
水
論
図
の
八
新
規
水
除
堤
の
論

所
絵
図
〉
の
一
種
で
あ
る
。



以
上
の
水
論
図
は
主
と
し
て
外
水
問
題
の
論
争
で
あ
っ
た
が
、
次
の
八
江
下
げ
絵
図

V
は
内
水
問
題
、
即
ち
悪
水
処
理
を
め
ぐ
る
水
論

に
と
も
な
う
古
地
図
で
あ
り
、
論
中
の
水
問
題
の
複
雑
さ
を
江
戸
期
の
古
地
図
は
物
語
っ
て
い
る
。

輪
中
の
水
害
は
破
堤
入
水
に
よ
る
外
水
災
害
以
外
に
、
排
水
不
良
に
よ
る
内
水
災
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
堤
内
の
中
央
部

(
中
郷
)
や
南
部
(
下
郷
)
は
地
盤
高
が
低
い
た
め
水
損
場
、
水
腐
場
と
称
す
る
下
等
田
で
あ
っ
た
。
こ
の
水
損
不
熟
を
防
除
す
る
た
め

に
考
え
ら
れ
た
土
地
利
用
方
法
が
、
堀
田
の
造
成
で
あ
る
。
堀
田
造
成
と
と
も
に
一
方
で
は
内
水
処
理
の
悪
水
落
(
江
)
を
延
長
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
(
江
下
げ
)
解
決
し
よ
う
と
す
る
が
、
こ
の
自
然
排
水
方
法
は
当
然
、
低
位
部
の
輪
中
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
水
論
が
生
ず

る
o
こ
の
江
下
げ
論
争
の
有
名
な
も
の
が
昭
和
初
期
の
犀
川
事
件
で
あ
る
が
、
こ
の
計
画
は
古
く
宝
暦
年
間
(
一
七
五
一

l
一
七
六
一
二
)
V乙

本
田
代
官
、
川
崎
平
右
衛
門
に
よ
っ
て
な
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
「
五
六
橋
川
川
通
野
田
村
よ
り
大
樽
川
通
大
薮
村
迄
新
川
堀
割
目
論

見
絵
図
」
に
よ
っ
て
分
る
百
)
。
数
多
く
あ
る
八
江
下
げ
絵
図

V
の
な
か
で
も
主
た
る
も
の
と
し
て
大
垣
輪
中
の
「
鵜
森
伏
越
樋
江
下
絵

図
」
や
、
高
須
輪
中
の
「
万
寿
新
田
玖
樋
之
儀
金
廻
輪
中
堀
割
江
下
ケ
絵
図
」
な
ど
、
さ
ら
に
は
「
方
県
郡
河
渡
村
外
七
ケ
村
組
合
天
王

古地図よりみた輪中災害

川
通
分
水
新
江
井
新
規
玖
場
絵
図
」
や
「
方
県
郡
黒
野
折
立
両
村
よ
り
木
田
村
分
郷
柿
ケ
瀬
迄
板
谷
川
水
開
場
絵
図
」
に
は
内
水
氾
濫
常

襲
地
域
の
河
渡
輪
中
、
交
人
輪
中
の
人
々
の
水
と
の
相
到
の
姿
4
1

一葉、

一
葉
の
な
か
に
克
る
思
い
が
す
る
。

い
け
な
り
ず
な
い
り

局
、
古
地
図
に
み
ら
れ
る
池
成
、
砂
入
の
災
害

災
害
図
の
項
で
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
輪
中
災
害
は
た
ん
に
水
害
と
い
う
表
現
だ
け
で
は
理
解
し
得
な
い
副
次
的
な
災
害

が
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
池
成
と
砂
入
で
あ
り
、
こ
の
災
害
は
あ
る
意
味
で
は
氾
濫
水
に
よ
る
湛
水
が
減
水
し
て
後
に
始
る
と

93 

い
っ
て
も
よ
い
。



94-

池
成
も
砂
入
も
別
個
の
も
の
で
は
な
く
破
堤
入
水
に
よ
る
決
潰
口

(
切
所
、
切
戸
)
の
浸
蝕
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
が
池
成
で
あ
り
、
そ

れ
に
伴
う
堆
積
即
ち
砂
堆
が
砂
入
で
あ
る
。
両
者
を
区
別
し
て
論
じ
る
の
は
若
干
問
題
が
あ
る
が
、
便
宜
上
区
別
し
て
後
述
し
て
み
よ

う

こ
の
災
害
は
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
の
多
芸
輪
中
の
牧
田
川
右
岸
の
根
古
地
の
破
堤
。
さ
ら
に
は
昭
和
五
十
一
年
の
九
一
・
二

災
害
の
森
部
輪
中
の
長
良
川
右
岸
、
大
森
の
破
堤
で
も
み
ら
れ
た
災
害
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
い
の
は
土
木
技
術
、

運
搬
機
械
の
発
達
に
よ
り
比
較
的
簡
単
に
災
害
復
旧
で
き
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
全
く
未
発
達
で
あ
っ
た
江
戸
期
に
お
い
て
は
、

そ
の
復
旧
は
ま
さ
に
大
土
木
事
業
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
大
半
は
荒
所
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
古
地
図
で
分
る
。
そ
う
で
あ
れ

ば
こ
そ
当
時
の
災
害
届
の
最
初
の
項
目
に
、
「
一
、
川
欠
、
池
成
、
砂
入
何
ケ
所
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て

(
耕
地
池
成
十
町
、
砂

入
二
十
五
町
:
:
:
)
と
届
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。

池
成

決
潰
口
の
浸
蝕
の
結
果
、
池
成
と
な
る
が
、
こ
の
池
を
押
堀
(
お
っ
ぽ
り
)
と
輪
中
地
域
で
は
称
し
て
い
る
。
押
堀
の
地
名
語
源
は
読

ん
で
字
の
如
し
で
あ
る
が
、
利
根
川
流
域
で
は
押
堀
の
他
に
押
切
(
お
っ
き
り
)
と
称
し
て
お
り
、

ま
た
大
野
川
流
域
の
水
害
調
査
報
告

に
は
地
盤
押
堀
と
し
て
そ
の
分
布
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る

2
v

九
・
一
一
一
災
害
の
決
潰
口
で
も
、
最
深
部
で
六
米
浸
蝕
さ
れ
た
押
堀
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

(50
そ
し
て
こ
の
決

漬
口
が
過
去
の
切
所
の
押
堀
の
丸
池
の
跡
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
災
説
が
取
上
げ
ら
れ
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
し
た
。
と
同
時
に
輪
中

研
究
の
な
か
で
も
従
来
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
押
堀
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
ま
江
戸
期
の
古
地
図
の
な
か
で
明
確
に
押
堀
と
判
定
で
き
る
も
の
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
意
外
に
多
い
の
に
気
づ
い
た
。
そ
し
て
古
老



の
伝
承
や
、
決
潰
碑
に
よ
る
記
録
の
年
月
よ
り
以
前
に
、
す
で
に
押
堀
が
形
成
さ
れ
記
入
さ
れ
て
い
る
怖
が
多
い
。
備
え
ば
大
垣
輪
中
の

北
東
部
の
輪
中
堤
、
大
島
堤
は
よ
く
破
堤
し
、
堤
上
に
数
本
の
決
潰
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
大
垣
市
曽
根
は
明
治
二
十
一
年

の
決
潰
碑
と
押
堀
の
残
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
り
、
常
識
的
に
は
明
治
二
十
一
年
の
押
堀
と
理
解
さ
れ
る
が
、
明
治
四
年
の
「
美
濃
国
安
八

郡
揖
斐
川
逆
水
請
」
に
す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
り
、
高
須
輪
中
の
揖
斐
川
左
岸
に
あ
る
平
田
町
の
通

称
、
総
池
と
い
う
押
堀
は
明
治
二
十
九
年
の
大
水
害
の
押
堀
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
が
、
延
享
三
年
ご
七
四
六
)
の
「
高
須
輪
中
百
間
一

寸
之
分
間
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
次
い
で
天
保
年
間
(
一
八
三

O
i
一
八
四
三
)

の
村
絵
図
に
も
総
池
と
し
て
描
か
れ
、
さ
ら
に

明
治
初
期
の
地
籍
図
に
も
記
入
さ
れ
て
お
り
、
長
い
間
に
わ
た
り
何
回
と
な
く
破
堤
し
、
こ
の
池
成
は
荒
所
池
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
る
。

こ
の
切
所
(
切
戸
)
に
形
成
さ
れ
る
押
堀
に
つ
い
て
は
災
害
図
よ
り
も
、
村
絵
図
に
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
例
え
ば
そ

の
も
の
を
二
、
三
上
げ
て
み
よ
う
。
先
ず
多
芸
輪
中
の
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)

の
「
下
笠
村
絵
図
」
に
二
ケ
所
に
切
所
池
、
そ
し
て

古地図よりみた輪中災害

同
じ
く
水
面
を
表
す
水
色
に
て
二
ケ
所
の
切
所
荒
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
の
福
束
輪
中
の
「
柿
内
、
海
松
村
村
絵
図
」
に
は
申

歳
切
所
池
、
酉
年
切
所
池
な
ど
五
ケ
所
の
切
所
、
池
の
ほ
か
に
、
荒
所
池
と
吹
所
、
池
が
あ
る
。
こ
の
吹
所
池
は
河
川
の
増
水
時
に
堤
内
に
外

水
が
噴
出
す
る
所
に
生
ず
る
も
の
で
、
こ
の
現
象
を
ガ
マ
と
呼
ん
で
い
る
(
ガ
マ
に
は
二
種
あ
り
、
自
噴
泉
も
ガ
マ
と
称
し
て
い
る
)
、
或

い
は
江
月
輪
中
の
「
江
月
村
村
絵
図
」
に
は
切
所
池
成
と
記
さ
れ
て
お
り
、

(
写
真
4
参
照
)
こ
の
小
輪
中
だ
け
で
四
ケ
所
の
切
所
池
成

が
あ
り
、
江
戸
期
の
輪
中
災
害
の
様
相
を
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
ほ
か
に
「
仏
師
川
新
田
池
成
場
絵
図
」
は
破
堤
後
の
池
成
と
な
っ
た
場
所
を
明
確
化
す
る
た
め
に
測
図
さ
れ
た
押
堀
の
災
害
図

95 

と
し
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
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切所池成と記入されている古地図一太い線が輪中堤，短冊形のものは堀田一

砂
入

破
堤
λ
水
と
と
も
に
堤
内
へ
の
土
砂
流
入
に
よ
る
砂
堆
は
、
当
時

の
輪
中
の
人
々
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
当
時
の
記
録

が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の
深
砂
と
な
っ
た
の
か
科

学
的
な
も
の
が
数
少
な
い
の
で
分
ら
な
い
が
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

多
芸
輪
中
の
根
古
地
の
破
堤
地
調
査
で
は
破
堤
箇
所
よ
り
放
射
状
に

約
五
百
米
に
わ
た
り
、

一
米
の
砂
堆
を
み
、
最
も
多
い
所
で
一
・
五

米
の
砂
堆
を
み
て
い
る
が

0
・
O
五
米
の
砂
堆
を
み
た
地
域
は
洪
水

波
の
方
向
と
同
じ
よ
う
に
約
四
千
米
の
地
域
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る

へお
)

O

(

図
1
参
照
)

こ
の
よ
う
に
伊
勢
湾
台
風
時
の
多
芸
輪
中
の
砂
入
を
み
て
も
、
出

水
時
の
水
押
は
減
水
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
解
決
す
る
が
、
砂
押

(
砂
入
)

の
悲
惨
さ
は
そ
の
後
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う

な
ダ
ン
プ
カ
ー
や
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
な
い
時
代
で
は
、
湛
水
以
上

の
大
き
な
災
害
で
あ
っ
た
。

砂
入
を
み
た
耕
地
は
、
砂
除
(
す
な
よ
げ
)

に
よ
る
か
、
荒
所
と

し
て
放
置
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
砂
入
災
害
が
当
時
い
か
に
大
き
な
被



古地図よりみた輪中災害97 

図1 多芸輪中砂堆等高線図「養老」図幅2万 5千分の 1
伊勢湾台風(昭34.9)の根古地破堤地よりの砂入(岐阜県連年災害復興誌より)

安
口
を
も
た
ら
し
た
か
を
、

高
須
輪
中
の
長
良
川
右
岸

に
み
て
み
よ
う
。

木
曽
川
と
長
良
川
の
合

流
す
る
成
戸
以
北
の
長
良

川
筋
、
具
体
的
に
は
現
在

の
畏
良
川
右
岸
の
海
津
郡

平
田
町
勝
賀
、
野
寺
、
野

市
場
、
蛇
池
は
も
っ
と
も

破
堤
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
例
え
ば
元
和
二
年

(
一
六
一
六
)
蛇
池
が
破

堤
入
水
、
周
年
八
月
に
も

開
び
破
堤
、
翌
三
年
に
よ

う
や
く
修
築
す
る
が
同
年

五
月
再
び
破
堤
す
る
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
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だ
け
に
押
堀
の
分
布
も
多
く
「
高
須
輪
中
百
間
一
寸
之
分
間
絵
図
」
延
享
三
年
(
一
七
四
六
)

に
よ
る
と
、
勝
村
(
現
在
の
平
田
町
勝

賀
)
よ
り
成
戸
村
(
現
在
の
海
津
町
成
戸
)
の
四
千
米
の
輪
中
堤
に
沿
っ
て
、
十
個
の
押
堀
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
字
絵
図
に
も
そ

れ
に
関
連
す
る
地
名
と
し
て
北
よ
り
蓮
池
、
蓮
池
、
梶
池
、
蓮
池
、
宮
池
、
切
戸
、
北
池
、
蛇
池
、
深
成
、
法
越
な
ど
の
字
名
が
み
ら
れ

る
そ
れ
だ
け
に
砂
入
の
被
害
も
甚
大
で
あ
り
、
例
え
ば
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)
五
月
の
岡
村
(
現
平
田
町
岡
)

の
破
堤
に
て
砂
入
を
み

た
村
々
は
「
去
ル
五
月
朔
日
海
西
郡
岡
村
堤
切
入
申
候
ニ
付
、
村
々
御
国
地
多
ク
池
砂
入
-
一
罷
成
難
義
至
極
一
一
奉
存
候
、
殊
ニ
深
砂
之
儀

ニ
御
座
侯
得
ハ
、
中
々
百
姓
自
力
ニ
難
起
返
シ
仕
合
ニ
御
座
候
故
、
右
御
扶
持
方
米
御
拝
借
被
成
下
侯
ハ
、
起
返
申
度
奉
存
候
:
:
:
い
と

し

一
日
七
合
五
勺
の
扶
持
米
で
、
十
ヶ
年
の
聞
に
砂
除
工
事
を
完
了
し
よ
う
と
い
う
悲
荘
な
計
画
で
砂
除
扶
持
米
を
拝
借
し
、

か
つ
十

ヶ
年
の
年
貢
御
免
を
願
っ
て
い
る
。
当
時
の
岡
村
の
村
高
三
百
七
十
六
石
五
斗
七
升
の
と
こ
ろ
、
一
二
百
六
十
石
三
斗
七
升
が
砂
入
の
た
め

砂
下
と
な
っ
た
と
い
う
か
ら
そ
の
惨
状
が
想
像
で
き
よ
う
。
岡
村
の
南
に
あ
る
者
結
も
砂
入
り
を
見
て
、
薄
砂
入
り
の
十
三
町
六
反
歩
は

百
姓
役
で
砂
除
げ
を
す
る
が
、
残
る
十
六
町
一
反
二
畝
歩
は
、
高
砂
入
り
で
百
姓
自
力
で
は
砂
除
げ
出
来
な
い
と
願
出
て
い
る
白
)
0

「中

島
郡
峰
尻
村
逆
川
堤
切
所
絵
図
」
嘉
永
三
年
(
一
入
五

O
)
に
よ
る
と
切
所
の
池
成
に
続
き
砂
入
の
範
囲
を
破
線
で
表
し
、
荒
地
と
し
て

い
る
(
写
真
5
図
2
参
照
)
ま
た
「
方
県
郡
上
尻
毛
村
水
損
押
流
場
絵
図
」
に
も
砂
入
の
箇
所
を
荒
地
と
図
示
し
て
い
る
。

こ
の
砂
除
工
事
に
は
莫
大
な
労
力
を
投
下
し
て
、
長
い
年
月
を
か
け
て
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
完
全
に
除
去
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
岡
村
に
北
隣
す
る
勝
村
の
天
保
年
聞
の
村
絵
図
に
は
押
堀
に
離
れ
て
、

い
く
つ
か
の
砂
山
の
記
載
が
あ
る

の
は
高
砂
の
場
所
は
砂
除
さ
れ
ず
に
、
荒
地
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
し
、
同
年
代
の
柿
内
、
海
松
村
の
村
絵
図
に

切
所
池
に
接
し
て
畑
の
な
か
に
砂
原
と
記
さ
れ
た
荒
地
が
み
ら
れ
た
り
、

ま
た
一
方
の
切
所
池
に
接
し
て
御
見
取
押
抜
地
と
あ
る
の
は
砂
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押
を
意
味
す
る
砂
入
で
あ
り
、
そ
こ
は
砂
除
後
も
立
毛
の
悪
い
水
田
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
(
写
真
6
参
照
)
だ
か
ら
砂
入
あ

っ
た
耕
地
は
砂
除
後
も
区
別
し
て
い
た
。
例
え
ば
多
芸
輪
中
の
大
牧
新
田
の
耕
地
の
う
ち
水
田
は
、
上
回
、

中
田

下
回
、

深
田
、

h
uノ

γ
h判

入
国
、
畠
は
上
白
回
、
中
畠
、
下
畠
、
砂
入
畠
と
区
別
さ
れ
、
大
牧
新
田
の
水
田
八
六
五

O
畝
二
一
歩
の
う
ち
砂
入
国
は
一
二
七
畝
二
七
歩

の
比
率
と
な
っ
て
い
る
(
立
。

こ
う
し
て
み
る
と
砂
入
災
害
は
水
押
に
よ
る
湛
水
災
害
に
と
も
な
う
も
の
と
は
い
え
、
そ
の
災
害
の
パ
タ
ー
ン
を
異
に
し
た
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

倒
、
あ
と
が
き

古
地
図
よ
り
江
戸
時
代
を
中
心
と
し
た
輪
中
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
災
害
と
パ
タ
ー
ン
の
異
な
る
こ
と
を
池
成
、
砂
入
に
例
を
と
り
述
べ
た
。
そ
れ
は
今
日
で
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ

な
い
砂
入
(
破
堤
入
水
に
と
も
な
う
砂
堆
)
が
、
当
時
で
は
大
き
な
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
切
所
池
成
の
同
一
箇
所
が
な
ん
回
と

な
く
破
堤
し
て
い
る
事
実
。
九
・
二
一
災
害
の
長
良
川
の
森
部
輪
中
も
同
じ
ケ
l
ス
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
以
降
に
始
ま
る
輪
中
地
域
の
大
規
模
な
干
拓
土
地
改
良
事
業
は
、
過
去
の
輪
中
景
観
を
一
変
さ
せ
、

か
つ
て
の

破
堤
箇
所
を
知
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
押
堀
の
大
半
は
す
で
に
な
く
、
砂
入
の
砂
堆
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
河
川
工
学
の
立
場
で
は
な
く
、
輪
中
を
歴
史
地
理
学
的
に
ア
ブ

?
l
チ
し
て
い
る
学
徒
と
し
て
、
切
所
池
成
の
箇
所
が
常
に
破
堤

し
て
い
る
事
実
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。
過
去
の
輪
中
景
観
を
古
地
図
、
古
文
書
の
上
か
ら
再
現
し
、

せ
め
て
そ
の
分
布
な
り
と
も
明
確
化

し
て
、
輪
中
防
災
上
に
資
す
れ
ば
と
念
ず
る
も
の
で
あ
る
。



最
後
に
、

い
つ
も
ご
多
忙
の
な
か
ご
協
力
を
賜
っ
た
岐
阜
県
立
歴
史
資
料
館
の
太
田
館
長
は
じ
め
館
員
の
方
々
、
及
び
県
立
図
書
館
の

村
瀬
円
良
さ
ん
に
、
こ
の
稿
を
か
り
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。
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